
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
取
り
組
み

【
岡
山
県
西
粟
倉
村
】山  

﨑　

栄  

喜

　

岡
山
県
西
粟
倉
村
は
、
中
国
山
地
の

山
あ
い
に
あ
り
林
業
が
主
な
産
業
の
村
。

ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
ャ
ー
発
祥
の
聖
地
。

（
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
ャ
ー
と
は
、
そ
の

土
地
の
宝
物
を
自
分
な
り
の
視
点
で
見

つ
け
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
起
こ
す
こ
と
。）

◎
３
人
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン

　

１
人
は
、
観
光
事
業
再
生
の
た
め
に

呼
ん
だ
人
で
、
第
一
次
産
業
が
元
気
に

な
れ
ば
中
山
間
地
は
活
性
化
す
る
と
い

う
信
念
の
も
と
、
関
係
性
と
ス
ト
ー

リ
ー
を
大
切
に
し
た
産
業
の
創
出
を
め

ざ
し
た
。

　

２
人
目
は
当
時
村
長
で
、
百
年
の
森も

林り

構
想
（
約
50
年
生
に
ま
で
育
っ
た
森

の
管
理
を
、
あ
き
ら
め
る
の
で
は
な
く
、

あ
と
50
年
頑
張
っ
て
育
て
、
美
し
い
森

林
に
囲
ま
れ
た
「
上
品
な
田
舎
」
の
実

現
を
唱
え
る
。

　

そ
し
て
も
う
１
人
は
、
民
間
会
社
の

社
長
で
、
百
年
の
森
林
事
業
に
よ
り
搬

出
さ
れ
た
木
材
に
付
加
価
値
を
付
け
、

商
品
化
し
た
。

◎
百
年
の
森
林
構
想
の
ポ
イ
ン
ト

　

50
年
先
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
見
据
え
、
村

が
森
林
の
所
有
者
か
ら
管
理
の
合
意
を

取
り
付
け
森
林
の
施
業
を
行
い
、
民
間

が
林
業
の
六
次
化
を
推
進
し
て
い
る
。

「
共
有
の
森
フ
ァ
ン
ド
」
を
立
ち
上
げ
、

支
援
者
を
増
や
し
て
い
る
。

◎
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
誕
生

　

13
年
前
に
、
西
粟
倉
森
林
組
合
の
合

併
に
伴
い
若
い
職
員
が
独
立
し
、
木
材

加
工
業
を
起
業
し
た
の
が
最
初
。
保
育

園
な
ど
へ
の
木
製
什
器
や
木
製
大
型
遊

具
作
り
を
行
う
。

　

そ
の
後
、
森
林
再
生
支
援
な
ど
を
手

掛
け
る
東
京
の
企
業
な
ど
が
出
資
し
て

設
立
さ
れ
た
会
社
が
、
間
伐
材
の
木
製

品
へ
の
加
工

な
ど
を
展
開
。

　

こ
れ
に
触

発
さ
れ
て
家

具
の
製
造
、

ゲ
ス
ト
ハ
ウ

ス
運
営
、
ウ

ナ
ギ
養
殖
な

ど
の
事
業
が

立
ち
上
が
り
、

現
在
は
起
業

家
養
成
講
座

も
開
か
れ
て

い
る
。

◎
西
粟
倉
村
の
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
ャ
ー

　

施
策

・
移
住
定
住
対
策
…
地
域
に
仕
事
が
少

な
い
の
で
、仕
事
を
持
っ
て
移
住
す
る

か
仕
事
を
作
れ
る
人
に
来
て
も
ら
う
。

・
小
さ
な
行
政
の
実
現
…
民
間
に
任
せ

ら
れ
る
も
の
を
拡
大
。
民
間
は
育
た

な
い
と
い
う
固
定
観
念
か
ら
の
脱
却
。

・
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
…
起

業
で
き
る
事
業
計
画
を
募
集
、３
ヶ

月
間
提
案
事
業
の
審
査
・
精
査
を
重

ね
、認
定
事
業
者
の
フ
ォ
ロ
ー
体
制
を

構
築
。移
住
要
件
に
よ
り
地
域
お
こ

し
協
力
隊
制
度
を
活
用
、３
年
後
に

事
業
の
自
立
を
目
標
に
し
て
い
る
。

・
ロ
ー
カ
ル
ラ
イ
フ
ラ
ボ（
平
成
29
年
度

新
設
）…
一
旦
、人
を
地
域
に
引
き
込

む
た
め
、地
域
の
研
究
員
と
し
て
１

年
間「
自
分
×
地
域
＝
生
業
」活
動
を

行
い
、２
年
後
以
降
は
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン

チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
や
地
域
に
就
職
。

・
新
事
業
創
出
に
係
る
研
究
開
発
事
業

…
地
域
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
事
業
拡
大

を
支
援
す
る
た
め
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

や
人
材
活
用
な
ど
最
大
３
年
間
支
援
。

◎
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
成
果

・
こ
れ
ま
で
に
、34
の
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン

チ
ャ
ー
事
業
が
生
ま
れ
、雇
用
の
場
が

増
え
た
。ま
た
、「
起
業
家
の
村
」と
し

て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

・
転
入
者
が
多
く
な
り
、
世
帯
数
が
戦

後
最
多
を
記
録
し
た
。

・
20
～
30
代
の
移
住
者
が
多
い
た
め
子

ど
も
の
数
が
増
え
、
近
隣
市
町
村
よ

り
人
口
減
少
率
が
緩
や
か
に
な
っ
た
。

◎
木
島
平
村
で
も

　

固
定
観
念
に
と
ら
わ
れ
ず
、
お
い
し

い
米
や
活
用
さ
れ
な
い
木
材
な
ど
を
使

用
し
、
起
業
・
六
次
産
業
化
が
で
き
れ

ば
と
思
っ
た
研
修
視
察
で
あ
っ
た
。
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令
和
元
年
11
月
18
日
～
20
日
、

３
日
間
の
日
程
で
、
岡
山
県
西に

し
あ
わ粟

倉く
ら
そ
ん村

、
徳
島
県
神か

み
や
ま
ち
ょ
う

山
町
を
視
察
し

ま
し
た
。

　
今
年
度
は
山
﨑
栄
喜 

議
員
・

丸
山
邦
久 

議
員
の
報
告
書
を
抜
粋

・
編
集
し
、
掲
載
し
ま
す
。

議
会
国
内
視
察
研
修

令
和
元
年
度

西粟倉村の担当職員の説明を聞く議員



【
徳
島
県
神
山
町
】

　
　
　
　
　
　
　
　

丸  

山　

邦  

久

◎
神
山
町
っ
て
こ
ん
な
町

　

徳
島
県
神
山
町
は
徳
島
県
の
中
部
に

位
置
し
、
面
積
は
徳
島
県
24
自
治
体
の

中
で
９
番
目
に
大
き
い
１
７
３
・
３
㎢
。

町
の
中
央
を
横
断
す
る
鮎あ

ゆ
く
い
が
わ

喰
川
流
域
に

農
地
と
集
落
が
点
在
す
る
。
そ
の
周
囲

を
３
０
０
ｍ
か
ら
１
５
０
０
ｍ
級
の

山
々
が
囲
ん
で
い
る
。
全
面
積
の
83
％

が
山
地
で
あ
る
。

　

徳
島
市
か
ら
国
道
４
３
８
号
線
が
通

じ
て
い
る
が
、
四
国
山
脈
の
入
り
口
で

秋
山
郷
の
小
赤
沢
地
区
に
似
た
雰
囲
気

の
町
。

　

昭
和
30
年
に
合
併
し
て
神
山
町
が
発

足
し
た
時
点
で
２
万
１
９
７
人
い
た
住

民
が
２
０
１
９
年
10
月
１
日
に
は
５
２

４
５
人
と
実
に
74
％
が
減
少
し
て
い
る
。

　

町
の
消
滅
が
現
実
に
な
る
と
い
う
危

機
感
が
半
端
で
は
な
い
。

　

１
９
９
９
年
よ
り
芸
術
家
を
招
聘
す

る
神
山
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ

デ
ン
ス
を
開
始
し
た
。

　

こ
の
事
業
を
担
っ
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
グ
リ
ー
ン
バ
レ
ー
が
移
住
支
援
事
業

や
人
材
育
成
支
援
事
業
を
町
か
ら
受
託

し
て
い
る
。

　

２
０
０
４
年
に
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
兼

用
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
を
整
備
し
た
こ

と
に
よ
り
２
０
１
０
年
に
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
Ｓ
ａ
ｎ
ｓ
ａ
ｎ
が
古
民
家
を
オ

フ
ィ
ス
と
し
た
の
を
は
じ
め
（
写
真
１
）、

Ｉ
Ｔ
企
業
の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の

進
出
が
相
次
ぐ
。

　　

そ
れ
に
伴
っ
て
ビ
ス
ト
ロ
や
弁
当
屋

な
ど
新
規
の
第
三
次
産
業
も
生
ま
れ
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
２
０
１
１
年
に
は
神
山
町

が
発
足
し
た
１
９
５
５
年
以
来
初
め
て

社
会
動
態
人
口
が
増
加
に
転
じ
て
い
る
。

　

今
回
は
神
山
町
に
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
を
開
設
し
た
Ｉ
Ｔ
企
業
の
会
長
の
隅

田
徹
さ
ん
に
話
を
聞
い
た
。（
写
真
２
）

◎
な
ぜ
Ｉ
Ｔ
企
業
か
ら
神
山
町
が

　

選
ば
れ
る
の
か

・
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
が
整
備
さ
れ
て
い

る
。
ア
ク
セ
ス
数
が
東
京
に
比
べ
て

圧
倒
的
に
少
な
い
の
で
通
信
速
度
が

速
く
、
Ｉ
Ｔ
ベ
ン
チ
ャ
ー
に
は
働
き

や
す
い
環
境
が
整
っ
て
い
る
。

・
多
様
性
を
認
め
る
寛
容
性
が
あ
る
。

　

神
山
町
の
移
住
支
援
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

グ
リ
ー
ン
バ
レ
ー
が
窓
口
に
な
っ
て
い

る
た
め
不
公
平
が
で
き
、そ
の
無
責

任
さ
が
心
地
よ
い
。（
役
場
が
窓
口
に

な
る
と
誰
に
で
も
同
じ
話
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
が
、こ
の
町
で
は
人
の

よ
っ
て
ち
が
う
こ
と
を
い
う
。）ま
た

共
同
作
業
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
で

義
務
で
は
な
い
。

・
人
間
関
係
が
フ
ラ
ッ
ト
で
自
由
。
ま

た
人
の
距
離
間
が
絶
妙
で
心
地
よ
い
。

　

様
々
な
分
野
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
が
集
ま
っ
て
い
て
、
都
会
的
な
雰

囲
気
も
あ
る
。
そ
れ
で
い
て
人
の
距

離
間
が
近
い
の
で
交
流
の
機
会
が
多

く
、
東
京
で
暮
ら
す
よ
り
ず
っ
と
刺

激
的
。

・
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
空
気
が
流
れ
て

い
る
。
こ
の
町
の
人
は
オ
ー
プ
ン
で

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
。
何
か
を
始
め
よ
う
と

す
る
と
き
「
や
っ
た
ら
え
え
ん
ち
ゃ

う
ん
」
と
い
っ
て
く
れ
る
。
止
め
る

人
が
い
な
い
。
何
か
新
し
い
こ
と
が

生
ま
れ
そ
う
な
わ
く
わ
く
感
が
あ
る
。

・
四
国
八
十
八
か
所
巡
礼
の
お
遍
路
道

が
あ
る
た
め
「
お
接
待
」
の
文
化
が

あ
り
移
住
者
を
孤
立
さ
せ
な
い
。
さ

り
げ
な
く
お
せ
っ
か
い
を
や
い
て
く

れ
る
。

◎
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
メ
リ
ッ
ト

　

オ
フ
ィ
ス
コ
ス
ト
が
社
員
一
人
当
た

り
東
京
で
９
万
円
に
対
し
て
神
山
町
は

２
万
円
で
圧
倒
的
に
負
担
が
軽
い
。
ア

マ
ゾ
ン
や
ア
ス
ク
ル
に
注
文
す
れ
ば
東

京
と
同
じ
タ
イ
ミ
ン
グ
で
納
品
さ
れ
る
。

こ
の
た
め
東
京
で
仕
事
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
理
由
が
ど
ん
ど
ん
無
く
な
っ

て
き
て
い
る
。

　

２
０
１
３
年
頃
か
ら
社
員
は
そ
れ
ぞ

れ
に
適
し
た

①
勤
務
場
所（
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
）

②
一
緒
に
働
く
人

③
就
業
規
則
（
仕
事
を
す
る
時
間
等
）

を
選
べ
る
社
会
に
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。

◎
木
島
平
村
に
も
可
能
性
あ
り
？

　

交
通
イ
ン
フ
ラ
や
平
地
・
中
山
間
地

の
多
さ
で
は
本
村
の
方
が
良
い
。
ま
た

四
季
の
変
化
の
多
様
さ
、
自
然
の
豊
か

さ
で
も
は
る
か
に
神
山
町
に
勝
っ
て
い
る
。

　

移
住
者
に
対
す
る
「
ね
ば
な
ら
ぬ
」

を
払
拭
で
き
る
か
ど
う
か
が
移
住
定
住

促
進
に
必
要
な
の
だ
と
感
じ
た
。

写真２　IT 企業にとって魅力的な
　　　　神山町を語る隅田氏

写真１　築 90年の古民家を改修した
　　　　えんがわオフィス
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こ
の
報
告
書
の
全
文
及
び
他
の
議
員

の
報
告
書
は
１
月
以
降
、
議
会
事
務
局

で
い
つ
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。


